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Abstract：
This paper examines the relations between the changing images of the Yoron Island and the responses from the local 
community in the context of tourism. Conﬂicts between hosts and guests are speciﬁcally examined, paying attention to 













































































1969（昭和 44）年 14,535 人、1970（昭和 45）年 21,480 人、
1971（昭和 46）年 37,258 人、1972（昭和 47）年 45,539
人、1973（昭和 48）年 69,986 人と大幅な増加をみせていっ
た 21）。宿泊施設についても、1967（昭和 42）年以前は5軒
で収容人数約 100 人であったものが、1969（昭和 44）年に
7軒、1970（昭和 45）年には6軒、そして1971（昭和 46）
年には25 軒が新設され、1973（昭和 48）年の段階で宿泊


























































































































































































































































































































































































































与論高校新聞部のアンケ トーでは、同校生 300 人中 156 人、
























Ⅳ． 映画 『めがね』 による与論島観光に対する現地の反応

































































































































































































































写真 1　サザンクロスセンターにおける映画 『めがね』 の自転車展示
	 　																													[2010 年 9 月 21 日筆者撮影 ]
写真 2　与論島ビレッジにおける復元された映画 『めがね』 の舞台セット
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